
DCD (発達性協調運動障害)ってなに？
〜不器用さのある子どもの理解と支援〜

武庫川女子大学

健康・スポーツ科学科

教授（弊所・研究員）

長岡 雅美

司会・コーディネーター

参加申込（参加費無料） 申込〆切：2021年12月23日（木）

右記QRコードを読み取りまたはクリック

フォームの必要事項を記載の上「送信」 （Googleアカウントが必要です）

問合先 ：健康運動科学研究所 TEL: 0798-45-9524 ／MAIL ：popv_400@mukogawa-u.ac.jp

Zoomウェビナーでのオンラインシンポジウム（ライブ配信のみです！）

第11回 武庫川女子大学 健康運動科学研究所 シンポジウム

【シンポジウムの狙い】

子どもたちのなかには、学校生活や日常生活において

「運動が苦手」「文具が上手く使えない」などといった、

不器用さのある子どもがいます。シンポジウムでは、近年、

発達障害の一つとして着目されている「発達性協調運動障

害」をテーマに取り上げ、わが国では立ち遅れているその

理解と支援について議論します。
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対象者 ：一般の方、学内の学生・教職員、学内外のスポーツ指導者
スポーツ科学研究者、幼稚園・小中学校の教育関係者 等

オンライン開催

2022年

1月9日（日）
14:00-16:00

https://docs.google.com/forms/d/1TNELCbi6pOVUplOEzOTu-NZtqPR1HX0jG2ugsPn7zLs/edit?usp=sharing

